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UvA照射による血小板活性化因子合成酵素の活性化
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【目的】血小板活性化因子(PAF)は炎症やアレルギーのメディェ一夕-として様々

な疾患に関与する生理活性脂質である｡表皮ケラチノサイ トはPAF産生能とpAF

受容体を持っており､皮膚-のm 照射はケラチノサイ トでのPAF産生を惹起す

ると考えられる｡そこで本研究では､UVA感受性を持たせたケラチノサイ トを用

い､UVA照射によるPAF産生酵素の活性化について検討し､次いでPAF産生-の

pAトRの関与について検討した｡

【方法】マウスケラチノサイ ト培養細胞 (MK)及びUVA感受性モデル (SLOS-MK)

にUVAを照射し､照射後のPAF産生及びbso-PAFアセチル トランスフェラーゼ

(AT)活性を測定した｡次いで､PAP-RsiRNA導入細胞について検討した｡

【結果】UvAを照射したSLOS-MKでは､照射直後にATが活性化され､PAF産生

量が上昇した｡産生された pAFの一部は細胞外-放出された｡pAF受容体アンタ

ゴニストを細胞に前処理すると､SLOS-MKのAT活性はUVA照射直後に上昇した

が､その後プラトーとなり､PAF産生量の増加が抑制された｡PAF-良siRNA導入

細胞では､UVA照射直後に AT活性が有意に上昇し､PAF産生が克進したが､そ

の後の経時的な産生量の増加は見られなかった｡また､PAF-R アゴニス トである

mcpAF添加後のPAF産生は､ContsiRNAを導入した対照細胞に比べて抑制された｡

【考察】UvA照射は PAF合成酵素を活性化し､PAF産生を起こすと考えられた｡

この PAF産生には PAF-Rを介さない 系と介する系があり､UVA照射直後では､

PAF-Rを介さずにPAF合成酵素の活性化が起こり､PAFが産生され､生成したpAF

は細胞外-放出された後､受容体を活性化して更なるPAF産生を起こすと考えら

れた｡


